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長
野
教
区
教
化
部
長
に
着
任

し
て
早
々
に
、
あ
る
幹
部
の
方

か
ら
、
『
「
信
濃
の
国
」
と
い

う
県
民
歌
が
あ
り
、
長
野
の
よ

い
と
こ
ろ
が
網
羅
さ
れ
て
い
て
、

県
民
な
ら
誰
で
も
歌
え
ま
す
よ
』

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
『
信
濃
の
国
』
の

歌
詞
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。
同

歌
は
、
ご
承
知
の
よ
う
に
、
長

野
県
は
広
く
、
高
い
山
や
長
い

川
、
肥
沃
な
土
地
が
あ
り
、
樹

木
が
茂
り
、
湖
に
は
魚
も
多
く
、

五
穀
が
実
り
、
養
蚕
も
盛
ん
で

（
当
時
）
、
詩
や
歌
に
う
た
わ

れ
る
名
所
が
あ
り
、
文
武
の
偉

人
を
輩
出
、
最
後
は
、
「
古
来

山
河
の
秀
で
た
る
国
は
偉
人
の

あ
る
習
い
」
と
締
め
く
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
度
発
刊
さ
れ

た
新
経
本
『
飛
鳥
讃
歌
』
に
は
、

ひ
ち
ょ
う

「
数
多
の
山
眼
前
に
聳
ゆ
と
見

あ

ま

た

そ
び

ゆ
れ
ど
も
真
に
は
、
地
上
の
全

ま
こ
と

山
唯
一
の
大
地
よ
り
立
ち
上
が

る
が
如
し
。
」
（
65
～
66
頁
）

と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

は
、
御
岳
、
乗
鞍
、
駒
ヶ
岳
、

浅
間
山
な
ど
の
聳
え
る
山
に
囲

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
い
く
つ

も
の
山
が
そ
れ
ぞ
れ
孤
立
し
て

聳
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
唯

一
の
大
地
か
ら
立
ち
上
が
っ
て

い
る
と
い
う
「
一
即
多
、
多
即

一
」
の
真
理
を
感
得
し
や
す
い

環
境
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
歌
に
は
、
こ
ん

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
こ
と
も

知
り
ま
し
た
。

昭
和
23
年
〜
24
年
に
当
時
長

野
市
に
あ
っ
た
県
庁
舎
の
一
部

が
焼
失
し
た
こ
と
を
発
端
に
、

北
信
側
（
長
野
県
の
北
部
・
東

部
）
と
南
信
側
（
長
野
県
の
中

部
・
南
部
）
の
対
立
が
激
し
く

な
り
、
県
を
二
つ
に
分
け
よ
う

と
い
う
「
分
県
論
」
が
高
ま
っ

た
そ
う
で
す
。
以
下
は
、
長
野

県
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
広
報

（
二
〇
一
三
年
一
月
発
行Vol.

04
『
県
歌
「
信
濃
の
国
」
の
歴

史
を
語
る
』
）
か
ら
引
用
し
ま

す
。県

議
会
が
分
県
に
つ
い
て
の

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審

議
の
結
果
、
分
県
案
は
委
員

会
で
は
賛
成
多
数
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
案
が

通
過
す
れ
ば
、
長
野
県
は
二

つ
に
分
か
れ
る
と
い
う
本
会

議
の
日
に
、
分
県
に
反
対
す

る
北
信
側
は
約
千
人
の
県
民

を
動
員
。
そ
し
て
、
委
員
長

が
特
別
委
員
会
の
結
果
を
報

告
す
る
た
め
登
壇
す
る
や
否

や
傍
聴
席
と
議
会
の
周
囲
か

ら
一
斉
に
「
信
濃
の
国
」
の

大
合
唱
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
聞
い
た
委
員
長
は
、

「
信
濃
は
一
つ
だ
」
と
い
う
思

い
が
込
み
上
げ
、
壇
上
で
絶

句
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

結
果
は
ご
存
知
の
と
お
り
、

分
県
は
不
成
立
と
な
り
ま
し

た
。
（
引
用
終
わ
り
）

こ
の
長
野
県
下
の
良
い
と
こ

ろ
を
讃
え
た
「
信
濃
の
国
」
の

大
合
唱
に
よ
っ
て
、
分
県
論
を

乗
り
越
え
て
一
つ
の
県
と
し
て

続
く
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
讃
嘆
の
言
葉
は
、

分
裂
、
対
立
を
和
ら
げ
、
和
合

や
平
和
を
も
た
ら
す
力
が
あ
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

大
祓
で
悪
業
悪
因
縁
を
浄
化

お
お
は
ら
い

来
る
六
月
二
十
二
日
に
は
、

教
化
部
で
大
祓
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
す
。
大
祓
と
は
、
わ
た
し

た
ち
の
虚
妄
（
過
去
の
一
切
の

罪
穢
、
悪
業
悪
因
縁
）
を
み

つ
み
け
が
れ

な
吹
き
払
っ
て
、
実
相
完
全
の

世
界
を
顕
す
行
事
で
す
。
人
型

の
紙
二
枚
の
う
ち
一
枚
は
生
長

の
家
総
本
山
に
送
ら
れ
て
、
龍

宮
住
吉
本
宮
で
、
今
一
枚
は
教

化
部
で
の
大
祓
用
に
な
り
ま
す
。

総
本
山
や
教
化
部
に
行
か
な
く

て
も
浄
化
し
て
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
組
織
の
会
員
や
聖
使
命

会
員
以
外
の
人
に
も
お
勧
め
下

さ
い
。

合
掌
。

モ
コ
モ
コ
と
毛
虫
の
移
動
い
と

速
し
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和
合
と
平
和
の

県
民
歌
を
讃
え
る

教
化
部
長

山
岡

睦
治

む

つ

じ

あなたの愛で

自然を守ろう

大自然の恩恵に

感謝しましょう

祝日には

国旗を掲げて

奉祝しましょう！
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四
季
を
詠
む

白
鳩
会
教
区
連
合
会
副
会
長

斉
藤

洋
子

何
に
で
も
感
謝
し
よ
う

長
野
相
愛
会

Ｔ
・
Ｙ
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幸
福
へ
の
近
道
は

神
さ
ま
と
つ
な
が
る
聖
使
命
会
員
に
！

大
祓
人
型
の
す
す
め

地
方
講
師

北
原
か
お
り

★
次
の
方
々
の
「
聖
魂
」
が
新
た
に
生
長
の
家
総
本
山
龍
宮
住
吉
本

宮
の
宝
筐
に
奉
安
さ
れ
、
生
長
の
家
の
大
神
よ
り
永
遠
の
祝
福
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

10時半～12時半

ご指導 山岡睦治教化部長

会 場 長野県教化部

※詳細は、地方講師会報「ひまわり」を

ご覧下さい。

大
祓
人
型
の
す
す
め

６月２８日（土）

什
一
会
員

青
木
島

２
名

護
持
会
員

青
木
島

１
名

聖
使
命･

霊
宮
聖
使
命
の

報
告
書
・
集
計
表
は
毎
月

15
日
迄
に
ご
提
出
を
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13
時
半(

白)

全
体
支
部
長
会

10
時(

講)

総
会
・
研
修
会

19
時(

相)

拡
大
役
員
会

休
館
日

10
時
半

六
月
晦
大
祓
式

休
館
日

10
時

谷
口
雅
春
大
聖
師
40
年
祭
〔
ラ
イ
ブ
配
信
・
総
本
山
〕

信
濃
一
日
見
真
会

先
祖
供
養
祭

13
時

教
化
部
献
労

13
時(

白)

正
副
会
議

オ
ー
プ
ン
食
堂

19
時(

栄)

ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

19
時(

相)

顧
問
会
議

休
館
日

13
時
半(

講)

拡
大
13
時
半

青
少
年
育
成

15
時
半
講
師
派

10
時

職
員
会
議

13
時
半

六
者
会
議

10
時
半

聖
使
命
Ｎ
Ｆ

13
時
半

オ
ー
プ
ン
食
堂
運
営
会
議

20
時

青
年
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
研
修
版
休
館
日

16
時(
栄)

役
員
会

10
時
半

青
少
年
見
真
会
企
画
会
議

13
時(

聖)

感
謝
奉
納
祭
Ｎ
Ｆ

13
時
半(

白)

地
区
連
長
会
議

６

月

行

事

予

定

スマートフォンから入れます。
神想観 聖経読誦

１日(日) 塚原 好男 栗林 邦子
７日(土) 教化部長 山下 俊幸
８日(日) 北原かおり 手塚香おる

１４日(土) 斉藤 洋子 小口 壽子
１５日(日) 小松 一教 鈴木 厚子
２１日(土) 教化部長 小泉 房子
２２日(日) 小松 智子 太田喜榮子
２８日(土) 大和 光男 長谷尾美眞貴
２９日(日) 鈴木 厚子 小松 一教

※開催時間は６時からです
ラインで配信しています。参加希望の方は
教化部までご連絡下さい。

教化部早朝行事 (オンライン）

聖経読誦：『聖使命菩薩讃偈』
『万物調和六章経』
『観世音菩薩讃歌』

奉 納 御 礼

～地域の人々に寄り添い助け合う～

見真会の主な内容（予定）
ほか

谷口雅春大聖師40年祭

６月１４日（土）

６月１６日（月）10:00～14:30

６月１７日（火）10:00～ 開式

◆「生長の家ホームページ」で
ライブ配信されます。

☆ご自宅（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ）で視聴してください。
☆教化部ではスクリーンで視聴できます。

食事の数には限りがあります。
ご希望の方は、
お早めにお申込ください。

会 場：長野県教化部

会 場 生長の家長野県教化部

於 生長の家総本山 出龍宮顕齋殿

◇ご奉納ありがとうございました。


